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(57)【要約】
【課題】
【解決手段】本発明は、自動車（１）の少なくとも１つ
の開閉可能なパネル（３）を自動的にロック及び／又は
ロック解除する装置に関し、前記自動車内に設置される
ように構成されている中央処理装置（５）と、携帯型識
別部材（１７）とを含む遠隔操作開閉システム（４）を
備え、前記中央処理装置（５）は、無線周波数を利用し
て、前記携帯型識別部材（１７）の認証を行なうことが
でき、かつ前記装置は、更に、身体の一部の所定の動き
を、離れた場所から光学的に認識して、前記動きが行な
われた箇所の前面の開閉可能なパネルまたはパネル群を
、前記動きが登録者の動きであると認識される場合に、
ロック及び／又はロック解除する手段（１３）を備えて
おり、かつ前記中央処理装置は、前記遠隔操作光学認識
手段（１３）を、前記携帯型識別部材（１７）が自動車
（１）の周りの所定の周囲領域（１９）内に位置すると
きに作動させる作動手段（１１）を含むことを特徴とし
ている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車（１）の少なくとも１つの開閉部材（３）を自動的ロック及び／又はロック解除
する装置であって、前記自動車内に設置されるように構成される中央処理装置（５）と、
携帯型識別部材（１７）とを含む遠隔操作開閉システム（４）を備え、前記中央処理装置
（５）は、無線周波数を利用して、前記携帯型識別部材（１７）の認証を行なうことがで
き、前記装置は、更に身体の一部の所定の動きを離れた場所から認識して、前記動きが行
なわれた箇所の前面の前記少なくとも１つの開閉部材を、前記動きが登録者の動きである
と認識される場合に、ロック及び／又はロック解除する光学手段（１３）を備えており、
かつ前記中央処理装置は、前記遠隔操作光学認識手段（１３）を、前記携帯型識別部材（
１７）が自動車（１）の周りの所定の周囲領域（１９）内に位置するときに作動させる作
動手段（１１）を含むことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記作動手段（１１）は、前記携帯型識別部材（１７）の認証に応答して制御されるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の自動車（１）のおける少なくとも１つの開閉部材（３
）を自動的にロック及び／又はロック解除する装置。
【請求項３】
　前記遠隔操作開閉システム（４）は、ハンズフリーアクセスシステム（４）であること
を特徴とする、請求項１又は２に記載の自動車における少なくとも１つの開閉部材（３）
を自動的にロック及び／又はロック解除する装置。
【請求項４】
　前記中央処理装置（５）は、無線周波数信号を繰り返し発信して、携帯型識別部材（１
７）の存在を検出するように構成されていることを特徴とする、請求項の１～３のいずれ
か１項に記載の自動車における少なくとも１つの開閉部材（３）を、自動的にロック及び
／又はロック解除する装置。
【請求項５】
　前記無線周波数信号は、５０～５００ｋＨｚの低周波数信号であることを特徴とする、
請求項４に記載の自動車における少なくとも１つの開閉部材（３）を自動的にロック及び
／又はロック解除する装置。
【請求項６】
　前記無線周波数信号は、５０～５００ＭＨｚの高周波数信号であることを特徴とする、
請求項４に記載の自動車（１）における少なくとも１つの開閉部材（３）を自動的にロッ
ク及び／又はロック解除する装置。
【請求項７】
　前記中央処理装置（５）は、前記自動車（１）と携帯型識別部材（１７）との距離を推
定する手段を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の自動車（１）
における少なくとも１つの開閉部材（３）を、自動的にロック及び／又はロック解除する
装置。
【請求項８】
　前記自動車（１）と前記携帯型識別部材（１７）との距離を推定する手段は、前記携帯
型識別部材（１７）から発信され、かつ前記中央処理装置（５）により受信される無線周
波数信号の電力の推定値を利用することを特徴とする、請求項７に記載の自動車の少なく
とも１つの開閉部材（３）を自動的にロック及び／又はロック解除する装置。
【請求項９】
　前記自動車（１）と携帯型識別部材（１７）との距離を推定する前記手段は、超音波ト
ランスデューサを含み、前記携帯型識別部材（１７）が前記自動車（１）の周りに検出さ
れることにより作動することを特徴とする、請求項７に記載の自動車（１）の少なくとも
１つの開閉部材（３）を自動的にロック及び／又はロック解除する装置。
【請求項１０】
　前記中央処理装置（５）の前記作動手段は、前記遠隔操作光学認識手段（１３）を、前
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記携帯型識別部材（１７）が一方において、前記自動車（１）の周りの所定の周囲領域（
１９）内に位置し、かつ他方において、前記自動車（１）に近付いているときに作動させ
るように構成されていることを特徴とする、請求項８又は９に記載の自動車（１）の少な
くとも１つの開閉部材（３）を自動的にロック及び／又はロック解除する装置。
【請求項１１】
　前記中央処理装置（５）は、前記遠隔操作光学認識手段（１３）の作動を、所定時間が
経過した後に解除する作動解除手段を含むことを特徴とする、請求項１～１０のいずれか
１項に記載の自動車の少なくとも１つの開閉部材（３）を、自動的にロック及び／又はロ
ック解除する装置。
【請求項１２】
　前記中央処理装置（５）は、前記遠隔操作光学認識手段（１３）の作動を、前記自動車
（１）の開閉部材（３）をロック及び／又はロック解除してから所定時間が経過した後に
解除する作動解除手段を含むことを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１項に記載の
自動車（１）の少なくとも１つの開閉部材（３）を自動的にロック及び／又はロック解除
する装置。
【請求項１３】
　前記携帯型識別部材（１７）は再充電可能なバッテリを含むことを特徴とする、請求項
１～１２のいずれか１項に記載の自動車（１）の少なくとも１つの開閉部材（３）を自動
的にロック及び／又はロック解除する装置。
【請求項１４】
　前記携帯型識別部材（１７）は、前記バッテリの充電レベルを測定する手段と、前記遠
隔操作光学認識手段を作動させるために用いられる無線周波数信号の発信を、前記バッテ
リの充電レベルが所定のレベルを下回る場合に無効化する無効化手段とを含むことを特徴
とする、請求項１～１３のいずれか１項に記載の自動車（１）の少なくとも１つの開閉部
材（３）を自動的にロック及び／又はロック解除する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の開閉部材を、自動的にロック解除する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明による装置は、例えば自動車のユーザが、キーまたはリモートコントロールを操
作する必要なく、自動車の中に入ることができるようになっているハンズフリーアクセス
システムを備える自動車に適用することができる。
【０００３】
　多くのハンズフリーアクセスシステムが、現在、開発中であり、これらのハンズフリー
アクセスシステムによって、自動車の開閉部材を、識別バッジを着用したユーザが、自動
車の周囲の所定の周囲領域に近づくと直ぐに、確実にロック解除即ち解錠し、自動的に開
くことができる。この場合、所定の周囲領域は、自動車を取り囲む外部スペース、例えば
２．３ｍから、場合によっては約１０ｍ位の外部スペースから成っている。これらの所定
の周囲領域の全てをカバーするために、多数のアンテナを、普通、自動車の周縁部の周り
の種々の箇所に分布するように所定の位置に配置して、識別子の存在を検出する。このよ
うなアンテナは、例えばバックミラー、ドアハンドル、及びドアピラーに配置されている
。識別子がこの所定の周囲領域から離れているとき、システムは、確実に、自動車の開閉
部材を自動的に閉塞する。
【０００４】
　接近センサをハンズフリーアクセスシステムに接続して、認証処理を、当該接近センサ
がユーザの存在を検出するときにのみ開始する。従って、認証処理が成功した場合、認識
装置が自動車の１つ以上の開閉部材のロック解除を開始する。
【０００５】
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　しかしながら、相互作用システムでは、開閉部材の不所望のロック解除の問題が生じる
場合がある。単に、バッジ着用者が自動車の周囲に居るだけで、実際にドアをロック解除
するために十分であるということであり、また、バッジと自動車の送信／受信ユニットと
の間で信号授受することにより、ドアのロック解除を、ユーザがロック解除を希望するこ
となく、またはユーザがロック解除に気付くことなく指令するという状況が発生する。
【０００６】
　そこで、システムが、自動車の開閉部材の全てをロック解除すると、悪意を持った人物
が自動車に近づいて、例えば物品を自動車から盗む危険が生じる。
【０００７】
　トランスポンダ機能を利用して動作する第１世代のハンズフリーシステムは、本出願人
の名前で出願された特許文献１に記載されている。
【０００８】
　特許文献１に記載されているシステムを使用して、所定の開閉部材を、手で直接触れる
ことなくロック解除することができる。しかしながら、このシステムでは、ユーザがトラ
ンスポンダを手に持ち、このトランスポンダを、例えばトランクに設置されている受信ア
ンテナの前面に提示して、トランクのロック解除を開始する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】ヨーロッパ特許公開第０７７０７４９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　このように、かご等を両手で持っている場合には、手をトランスポンダアンテナに近づ
けるのは、非常に難しい。トランスポンダと受信アンテナとの間での信号授受が、短い距
離で行なわれるとすると、これが必ずしも当てはまる訳ではないが、特にレンタル自動車
の場合には、ユーザは、アンテナの位置をかなり正確に知る必要がある。
【００１１】
　従来最先端の自動ロック解除装置に関連するエネルギー消費量は、多くの場合、非常に
大きく、そのため、自動車が、モータが停止して停車すると、自動車のバッテリが早期に
放電してしまって、自動車が発進できない虞がある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　従って、本発明の目的は、従来技術における上述の不具合を解決し、更には自動車の開
閉部材を自動的にロック解除する装置を提供することにあり、この装置は、エネルギー需
給を最適化し、高い安全レベルを維持して悪意を持った人物による操作を防止するととも
に、能動型識別部材を自動車の明確に認めうる箇所に提示して、開閉部材のロック解除を
開始する必要があるという問題を、包括的に解決することを可能にするものである。
【００１３】
　本発明の別の目的は、光学認識手段によるバッテリ消費量を、光学認識手段により起動
条件を改善して抑制することにある。
【００１４】
　これらの目的のために、本発明は、ハンズフリーアクセスシステムタイプのシステムに
関するだけではなく、携帯型識別部材から、自動車内に設けられている中央処理装置のよ
うなコンピュータへの単方向無線周波数送信を利用するドア開閉装置にも関するものであ
る。
【００１５】
　この目的のために、本発明は、自動車の少なくとも１つの開閉部材を自動的にロック及
び／又はロック解除する装置であって、この装置は、自動車内に設置されるように構成さ
れている中央処理装置と、携帯型識別部材とを含む遠隔操作開閉システムを備え、前記中
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央処理装置は、無線周波数を利用して、前記携帯型識別部材の認証を行なうことができ、
かつ前記装置は、更に、身体の一部の所定の動きを離れた場所から認識して、前記動きが
行なわれた箇所の前面にある少なくとも１つの開閉部材を、前記動きが登録者の動きであ
ると認識される場合に、ロック及び／又はロック解除する光学手段を備えることを特徴と
しており、かつ前記中央処理装置は、前記遠隔操作光学認識手段を、前記携帯型識別部材
が自動車の周りの所定の周囲領域内に位置するときに作動させる作動手段を含むことを特
徴とする。
【００１６】
　第１の実施形態によれば、前記作動手段は、前記携帯型識別部材の認証に応答して制御
される。
【００１７】
　別の実施形態によれば、前記遠隔操作開閉システムは、ハンズフリーアクセスシステム
である。
【００１８】
　別の実施形態によれば、前記中央処理装置は、無線周波数信号を繰り返し発信して、携
帯型識別部材の存在を検出するように構成されている。
【００１９】
　別の実施形態によれば、前記無線周波数信号は、５０～５００ｋＨｚの低周波数信号で
ある。
【００２０】
　別の実施形態によれば、前記無線周波数信号は、５０～５００ＭＨｚの高周波数信号で
ある。
【００２１】
　別の実施形態によれば、前記中央処理装置は、前記自動車と携帯型識別部材との距離を
推定する手段を含んでいる。
【００２２】
　別の実施形態によれば、前記自動車と携帯型識別部材との距離を推定する前記手段は、
前記携帯型識別部材から発信され、かつ前記中央処理装置により受信される前記無線周波
数信号の電力の見積もり値を利用している。
【００２３】
　別の実施形態によれば、自動車と携帯型識別部材との距離を推定する前記手段は、超音
波トランスデューサを含み、かつ前記携帯型識別部材が、前記自動車の周りに検出される
ことにより作動する。
【００２４】
　別の実施形態によれば、前記中央処理装置の作動手段は、前記遠隔操作光学認識手段を
、前記携帯型識別部材が、一方において、前記自動車の周りの所定の周囲領域内に位置し
、かつ他方において、前記自動車に近付いているときに作動させるように構成されている
。
【００２５】
　別の実施形態によれば、前記中央処理装置は、前記遠隔操作光学認識手段の作動を、所
定時間が経過した後に解除する作動解除手段を含んでいる。
【００２６】
　別の実施形態によれば、前記中央処理装置は、前記遠隔操作光学認識手段の作動を、前
記自動車の少なくとも１つの開閉部材を、ロック及び／又はロック解除してから、所定時
間が経過した後に解除する作動解除手段を含んでいる。
【００２７】
　別の実施形態においては、前記携帯型識別部材は、再充電可能なバッテリを含んでいる
。
【００２８】
　別の実施形態においては、前記携帯型識別部材は、前記バッテリの充電レベルを測定す
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る手段と、前記遠隔操作光学認識手段を作動させるために用いられる無線周波数信号の発
信を、前記バッテリの充電レベルが所定のレベルを下回る場合に無効化する無効化手段と
を含んでいる。
【００２９】
　他の利点及び特徴は、本発明の非限定的な実施形態に関する説明を一読することにより
、かつ添付の図面により明らかになると思う。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の装置を備える自動車の平面図である。
【図２】本発明の装置のブロック図である。
【図３】ユーザが自動車のトランクを開けようとしている状態における図１の自動車の側
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　次に、本発明の１つの実施形態について、図１～図３を参照しながら説明する。これら
の図の全てにおいて、同じ構成要素には同じ符号を付してある。
【００３２】
　図１は、自動車１の１つ以上の開閉部材３を、自動的にロックしたり、又はロック解除
する本発明による装置２を備える自動車１を示している。
【００３３】
　「開閉部材」という用語は、自動車のヒンジ開閉方式またはスライド開閉式のサイドド
ア、及びトランクまたはテールゲートを含んでいる。
【００３４】
　本発明による装置２は、例えばハンズフリーアクセスシステムとすることができる遠隔
操作開閉システム４を備え、前記開閉システムは、例えば自動車１の内部に設置されるよ
うに構成されている中央処理装置５を備え、この中央処理装置５は、例えば各ハンドル９
に、または各ハンドル９内に設置される周辺装置７に接続されている。「ハンドル」とい
う用語は、ドアハンドルだけでなく、テールゲートのハンドル、及びトランクのハンドル
も含んでいる。
【００３５】
　周辺装置７は、例えばユーザ２１の身体の一部の所定の動き、具体的には、足の動きの
認識を可能にする、特に足の回転、または足の回転方向の認識を可能にするカメラ１３の
ような遠隔操作光学認識手段と、自動車１のユーザ２１が着用する携帯型識別部材１７と
の遠隔通信を可能にする送信機／受信機１５とを含んでいる。
【００３６】
　図示しない別の実施形態として、米国特許公開第２００６／０４４８００号に記載され
ているような赤外線センサを使用して、ユーザ２１の動きを追跡したり、そして認識する
構成であってもよい。
【００３７】
　送信機／受信機１５は、これらのハンドルとは別箇所に、例えば自動車のルーフ、ピラ
ーまたはバンパーに配置することもできる。
【００３８】
　カメラ１３に関しては、これを、白黒カメラまたはカラーカメラとすることができる。
これらのカメラは、中央処理装置５内に位置する作動手段１１によって作動し、かつ光軸
１８が自動車１の横断面または後部面と直交しており、開閉部材に相対するときに、カメ
ラが遮蔽物の影響を絶対に受けることがないように配置されているとよい。
【００３９】
　携帯型識別部材１７は、例えばバッジの形状とされ、中央処理装置５に接続されている
送信機／受信機１５と無線通信して、携帯型識別部材１７との無線周波数による遠隔通信
を可能にする手段を備えている。選択する機器によって変わるが、この通信は、高周波数
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を、すなわち５０～５００ＭＨｚを利用することにより行なうことができる。また低周波
数を、すなわち５０～５００ｋＨｚを利用することにより行なうこともできる。一般的に
使用される値は、低周波の場合には１２５ｋＨｚであり、高周波の場合には、３４３また
は４２３ＭＨｚである。
【００４０】
　この通信は、具体的には、携帯型識別部材１７を認証するために、すなわち、識別部材
１７が実際に自動車１に関連付けられていることを検証するために使用される。
【００４１】
　このような認証は、携帯型識別部材１７が自動車１の周りの所定の周囲領域１９内に検
出されたときに開始される。
【００４２】
　周囲領域１９の形状は、本実施形態では楕円形であるが、他の形状であってもよい。
【００４３】
　携帯型識別部材１７は、エネルギー源として、バッテリまたは蓄電池と、好ましくは、
このエネルギー源のエネルギー量を判断する手段を備えている。更に、本発明においては
、身体の一部の所定の動きを光学的に認識して、自動車１の開閉部材３の自動開放を可能
にする機能を、利便機能として考えることもできる。従って、携帯型識別部材１７のバッ
テリのエネルギー量が所定の値を下回る場合、前記利便機能を無効にして、例えば遠隔制
御による自動車１の開閉部材３のロック解除のような基本的機能に利用可能なエネルギー
を、消費せずに保存しておくことができる。
【００４４】
　別の実施形態によれば、携帯型識別部材１７は、一方において、バックアップバッテリ
を有し、他方において、再充電可能なバッテリを有する。本発明における開閉部材３の自
動ロック解除のようないわゆる「利便」機能は、再充電可能なバッテリによってのみ電力
供給される。バックアップバッテリは電力を、再充電可能なバッテリが放電するときに、
開閉部材に対する遠隔制御による開放のような基本機能のために供給する。従って、携帯
型識別部材１７の基本機能は、再充電可能なバッテリの充電レベルと関係なく、常に保証
される。
【００４５】
　また、携帯型識別部材１７のバッテリの充電レベルが、所定のレベルを下回る場合、前
記識別部材１７は、信号を自動車に送信して、識別部材のバッテリの充電レベルが低いこ
とを通知する。次に、このメッセージに応答して、自動車は、識別部材との通信の試みを
停止することにより、自動車のバッテリ消費量を最適化することができる。新規の信号は
、携帯型識別部材１７のバッテリの充電レベルが、再び所定のレベルを上回って、自動車
と前記識別部材１７との通信が復旧するときに自動車に送信される。
【００４６】
　好適な実施形態では、自動車は、バッテリの充電レベルを測定する手段を備え、この手
段は、充電レベルを、基準レベルと比較することができる。この手段は、例えば中央処理
装置５を備えている。バッテリの充電レベルが、基準レベルを下回ると、中央処理装置５
は、本カメラの起動機能を停止するように指令する。
【００４７】
　この目的のために、中央処理装置５は、識別モジュールに問い合わせを行なう機能、及
び／又はこの識別モジュールから発信され、かつカメラを起動するために用いられる信号
を受信し、認識する機能が停止するように指示する。
【００４８】
　自動車内で行なわれ、かつカメラを起動するために用いられる処理が、このように無効
化される場合、自動車のバッテリの消費量の一部は削減され、バッテリの残りの耐用年数
が延びる。
【００４９】
　次に、図３を詳細に参照して、本発明による装置の動作について説明する。
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【００５０】
　図３は、ユーザ２１が、携帯型識別部材１７をポケットに入れて運び、かつ自動車１の
トランク３に収容しようとしている物品２３を所持している様子を示している。
【００５１】
　まず、携帯型識別部材１７は、自動車１の周りの所定の周囲領域１９内に存在している
ことが検出される。
【００５２】
　部材１７を検出すると、中央処理装置５内で、アクセスコンピュータが作動し、このア
クセスコンピュータは、無線通信を利用して、携帯型識別部材１７の認証を行ない、携帯
型識別部材１７が実際に自動車１に関連付けられていることをチェックする。
【００５３】
　認証が失敗した場合、識別部材１７が周囲領域１９内に存在していることを検出するた
めの走査を継続する。
【００５４】
　認証が成功した場合、遠隔操作開閉システム４は、これらの開閉部材の全てに関して、
「ロック解除準備」状態になる。
【００５５】
　別の構成として、部材の存在が検出された場合、携帯型識別部材１７が自動車から離間
する距離を求め、遠隔操作開閉システム４は、この距離が所定の値、例えば５ｍを下回る
場合に、これらの開閉部材３の全てに関して「ロック解除準備」状態になる。
【００５６】
　好適には、「ロック解除準備」状態の不所望の開始を、携帯型識別部材１７が自動車１
の近傍に収容されているときに回避するためには、前記部材１７が自動車１に向かって近
付いている状態が、「ロック解除準備」状態を開始するために必須である。
【００５７】
　携帯型識別部材１７と自動車１との距離の測定または推定は、受信信号の電力を測定す
るか、または推定することにより、そしてこの電力を、携帯型識別部材１７から発信し、
送信機／受信機１５が受信する信号の電力の値を、部材１７と自動車１とを隔てる距離に
応じて含むデータベースと比較することにより行なわれる。
【００５８】
　別の実施形態では、携帯型識別部材１７と自動車１との距離は、超音波トランスデュー
サを使用して求めることができる。この超音波トランスデューサは、前記携帯型識別部材
１７が検出されると作動する。
【００５９】
　「ロック解除準備」状態になることによって、カメラ１３が作動手段１１により作動す
るようになり、これらのカメラ１３が画像を記録し始める。従って、身体の一部の所定の
動きを離れた場所から認識する光学手段１３，２４、特にカメラは、　認証が成功した後
に、または携帯型識別部材１７との距離が、自動車１から短距離である場合に作動するだ
けであり、これによって、前記自動車１のバッテリのエネルギーの管理を最適化すること
ができる。
【００６０】
　まず、ユーザ２１が位置する箇所の前面の開閉部材を、カメラ１３、及び中央処理装置
５の画像処理コンピュータ２４を介して特定するのが好ましい。
【００６１】
　一旦、中央処理装置５が、注目する開閉部材を確認すると、他の開閉部材に取り付けた
カメラは、画像の記録を中止して、画像処理コンピュータ２４の処理能力を確保する。
【００６２】
　別の構成として、接近センサ２６を、更にハンドル９内に、またはハンドル９の近傍に
設置して、注目する開閉部材３のカメラのみを作動させる。
【００６３】
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　本例では、注目する開閉部材３は、自動車１のトランクである（図３参照）。
【００６４】
　次に、身体の一部の所定の動きが、カメラ１３によって離れた場所から光学的に認識さ
れる。身体の一部の所定の動きを、カメラにより離れた場所から光学的に認識するこのス
テップは、階調画像に基づいて行なわれ、画像処理コンピュータ２４の能力／費用の組み
合わせを最適化する。
【００６５】
　ユーザ２１の足２５の動き、特に足の回転及び回転方向を認識する能力を備えていると
よい。実際、足の動きは、カメラ及び画像処理コンピュータが明確に認識することができ
るものの不連続な動きである。
【００６６】
　この動きが登録者の動きであると認識される場合、動きが行なわれた箇所の前面の開閉
部材３は、ロック解除される、すなわちロックが解かれる。
【００６７】
　トランクに適切なバネを設けて、トランクを自動的に開放位置に駆動すると、トランク
は開放される。
【００６８】
　開閉部材３に、開閉部材の開放をアシストするモータ駆動ユニット（図示せず）を設け
る場合、開閉部材３の自動開放は、モータ駆動アシストユニットを介して行なわれること
になる。
【００６９】
　従って、本発明の特徴によると、ユーザは、自動車を容易に、かつ安全に操作すること
ができることが理解できると思う。本発明のシステムはまた、装置が、ユーザが自動車の
ほんのすぐ傍に居るときにのみ作動すると仮定すると、エネルギー消費の管理を最適化す
ることにより、極めて優れた機能を発揮する。
【００７０】
　自動車の開閉部材の開放について、上に説明してきた例示的な実施形態の１つの変形例
として、開閉部材の閉鎖に、例えば同じステップ群及び同じ手段を用いて適用することが
できる。
【００７１】
　中央処理装置は、開閉部材の開放／閉鎖状態を同じステップ群が行なわれるときに即座
に識別し、開閉部材の閉鎖または開放を、当該開閉部材の該当する開放状態または閉鎖状
態に依存して、それぞれ開始するので有利である。
【００７２】
　上に説明した手段によって制御することができる開閉部材は、自動車のトランクのみに
限定されない。この開閉部材は、サイドドア、窓、開閉ルーフ、またはそれ自体が公知の
タイプの自動車に適合させた他のいずれかのタイプの開閉部材であってもよい。
【００７３】
　例えば、本手段は、本発明に関連して、ロック及び／又はロック解除を行なうために、
そして／または多数の開閉部材を同時にモータ駆動で開放する、または閉鎖するために用
いることができる。
【００７４】
　本発明は、例えばこの同じ自動車の開閉ルーフを備えた自動車の複数の窓を同時に閉鎖
するか、および／または開放するために適用することができる。
【符号の説明】
【００７５】
１自動車
２装置
３開閉部材（トランク）
４遠隔操作開閉システム
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５中央処理装置
７周辺装置
９ハンドル
１１作動手段
１３カメラ、光学手段
１５送信機／受信機
１７携帯型識別部材
１８光軸
１９周囲領域
２１ユーザ
２３物品
２４画像処理コンピュータ
２５足
２６接近センサ

【図１】

【図２】

【図３】
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